
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市立将監東中学校 

３学年だより第１１号 

令和５年１１月２８日発行 

文責 伊藤貴也 

 「師走」とは「年末になると，師匠である僧侶がたくさんの家でお経をあげるために，東西をめまぐる

しくかけまわる忙しい様子」を言い表した言葉と言われています。学校行事を一通り終え，「受験生として

の師走の時期」を迎えた TEAM将監東３学年。私立・高専についての受験校や受験形態を確定させるため

の三者面談や，面接練習などがいよいよ本格的に始まります。そのような中で受験が目の前に迫ってきて

いることを実感するのと同時に，「志望校に見合った偏差値にまだ達していない」という 

不安に駆られる人も多少見受けられます。この時期に大切なことは，目の前の慌ただしさ 

にバタバタしたり一つ一つの結果に一喜一憂したりすることなく，自分がやるべきことに 

「黙々と，淡々に，ひたすらに」取り組み続けることだと思います。積み重ねた努力は， 

様々な形で必ず実を結びます。最後の最後まであきらめず，根気強く，粘り強く取り組み 

続けましょう！ 

 

日 曜 予     定 授  業 給食 

１ 金 三者面談 地域ぐるみ巡視 45 1 2 3 4 5 × 〇 

２ 土          

３ 日          

４ 月 三者面談 45 1 2 3 4 5 × 〇 

５ 火 三者面談 45 1 2 3 4 5 × 〇 

６ 水 三者面談 45 1 2 3 4 月5 × 〇 

７ 木 職員会議 45 1 2 3 4 5 6 〇 

８ 金 授業づくり訪問Ⅰ 45 1 2 3 4 5 × 〇 

９ 土          

１０ 日          

１１ 月 D週時間割スタート 50 1 2 3 4 5 × 〇 

１２ 火 専門委員会 45 1 2 3 4 5 6 〇 

１３ 水  45 1 2 3 4 木2 × 〇 

１４ 木 中央委員会 50 1 2 3 4 5 × 〇 

１５ 金  50 1 2 3 4 5 × 〇 

１６ 土          

１７ 日          

１８ 月  50 1 2 3 4 5 × 〇 

１９ 火  50 1 2 3 4 5 × 〇 

２０ 水 ⑥仙台育英：須江氏講演会（生徒対象） 50 1 2 3 4 金5 5 〇 

２１ 木  50 1 2 3 4 5 6 弁当 

２２ 金 全校集会 学活 50 1 2 3 4 集 学 弁当 

２３ 土          

２４ 日 冬季休業（～１／７）         

 

★「進路説明会資料」の変更について 

・今年度，「宮城県収入証紙」を取り扱 

う金融機関に変更がありましたので 

ご注意ください。（右表参照） 

・様式３－２「私立（特別入試・専願・一般）出願手続き完了確認書」の提出期限を，１２月

１１日（月）に変更します。三者面談最終日が１２月６日（水）であることから，手続きに

日数的な余裕をもたせるためです。 

★三者面談（１１／２９～）について 

・今回の三者面談では，様式３－１をその場で提出していただくことになります。書類の内容

についてお子様とよく相談し，できるだけ書類を記入した状態で面談に臨んでいただければ

と思います。また，面談の結果によって書類に訂正が生じることも予想されます。その場合

は二重線と訂正印で対応することになりますので，印鑑と筆記用具を必ず持参するようにお

願いいたします。 

★出願手続きについて（Webによる出願は三者面談が終了してからお願いします） 

訂正前 訂正後 

七十七銀行 将監支店 七十七銀行 泉支店 

 

・面談で話し合った私立高校の受験について，１２／７（木）までに各家庭で高校の HP より

出願手続き（入金はまだしない）を終え，入力内容を印刷して中学校に提出してください。中

学校で出願内容に間違いがないかを確認しますので，その後に入金し，様式３－２を中学校

に提出してください。（印刷ができない場合は，各家庭の責任で出願するようにお願いします） 

先日，これまで総合的な学習の時間で進めてきた事前学習をもとに，講師の先生方をお迎えしてファイナ

ンスパーク学習を行いました。当日はあらかじめ用意された経歴（年齢，家族構成，年収など）を持つ一

人の大人として一ヶ月の必要経費を計算してみるなど，これまでは扱ったことのない金額の収入と支出

について，様々なことを考えることができました。「限られた収入の中で，自分が優先させたいことは何

なのだろうか」，「自分のことだけではなく，今後の家族全体の生活を考えたときにどれくらいのお金を貯

めておく必要があるのだろうか」など，将来の生活を疑似体験できたことは，子ども達にとってとても貴

重な経験となりました。それと同時に，保護者としての苦労の一端も垣間 

見ることができたようで，「１回の外食でこんなにかかるの！？」，「電気代 

を節約しなければ」，「子どもに携帯はまだ持たせなくていいかな」といった 

ような感想も聞こえてきました。今回の経験をご家庭でも話題にしていただ 

くことによって，学びがより深いものになっていくと思われます。先輩社会 

人としてのアドバイスをどうぞよろしくお願いいたします。 

ファイナンスパーク 


